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令和７年度 目黒区立宮前小学校 学校評価報告書 

 

１ 学校評価委員会の実施内容 

（１）第１回実施日時 令和７年 ４月２６日（土） 午前９時２０分～午前９時４５分 

            ・学校からご挨拶 

・今年度の学校行事、年度当初の児童の様子について 

・授業参観 

（２）第２回実施日時 令和７年 ６月１４日（土） 午後１２時３０分～午後１時１０分 

・道徳授業地区公開講座、学校保健委員会について 

・児童の様子について 

（３）第３回実施日時 令和７年 ９月２０日（土） 午前８時３５分～午後１２時３０分 

            ・授業参観 

（４）第４回実施日時 令和７年１２月２０日（土） 午前８時３０分～午後１２時３０分 

            ・学芸会 

（５）第５回実施日時 令和８年 １月２８日（水） 午前１０時０５分～午後１２時３０分 

            ・人権オープンスクール 

            ・学校評価委員会 

 

２ 参加者        

学校評議員（渡部 浩文・福田 則子・佐藤 美亜・岡田 貴美代） 

校長・副校長 

 

３ 評価の結果等            ※四者…児童・生徒、保護者、地域の方、教職員のこと。 

評価項目 ◎（成果）、●（課題）、

⦿（成果と課題の両者を含む） 

次年度の教育活動の改善点 学校評価委員会での意見 

（学校運営協議会での意見） 

Ⅰ 学校全体について 

・学校の雰囲気、学習環

境、教職員の態度など

について、家庭・地域

との連携、地域人材の

活用などについて 

◎保護者の評価は微

増であるが、区平均

から+2.4であり、教

員が日頃から誠実

かつ丁寧な対応を

行っている成果と

捉えている。 

●低学年児童の評価

は昨年度を大きく

上回ったが、高学年

・これまで行っていな

かった「学年経営案」

「学級経営案」を担

任が熟考し、まず、

一人ひとりに居場所

のある、安心、安全

が担保された学級を

つくる。児童の帰属

意識を高める。 

 

・高学年になると、学

校以外での活動（塾、

スポーツ、芸術の習

いごと等）が増えて

子どもたちの居場所

が広がり、学校だけ

ではなくなる。高学

年の結果はそのこと

を表しているのでは

ないか。 



児童はマイナスと

なった。 

 

 

 

・日々の学習活動をよ

り充実させる。「楽

しい」「分かりやす

い」授業を目指し改

善を図る。 

・タブレットによる回

答のため、個人が特

定できない場合もあ

るが、各学級担任が

学級経営をふり返

り、改善点を見出す。 

 

・昨今の子どもには、

一日の中にフリーな

時間がない。フルに

頑張っている。これ

は、世の中的に仕方

のないことだが、常

に何かに追われてい

る状況にある。 

Ⅱ 教育目標について 

・教育目標、時程、教育内

容全体について 

◎午前 40分授業午前

5時間制が定着し、

学校便り等で「か

かわりを大切にす

る」ことについて

随時発信できてい

ることが成果に表

れている。 

●引き続き発信する。 

・「かかわりを大切に

する子」を重点目標

として、異学年交流

や学習以外の教育活

動の充実に努める。 

・「裏庭活動」をさら

に充実させる。週に

一度、清掃の時間か

ら「裏庭タイム」と

して活動時間を確保

する。 

・宮前小学校の特徴で

ある裏庭での経験

は、一生の財産。農

業体験、池の掃除、

稲作体験など、宮前

小学校の裏庭は、多

様な経験の舞台であ

る。ますますいかし

てほしい。 

Ⅲ 心の教育について 

・道徳科の授業の充実や

児童・生徒の道徳的実

践力の向上に向けた取

組について 

◎土曜公開等におけ

る道徳授業の取組

を評価していただ

いた。 

●高学年の結果が下

降したのは、客観的

に自らを省みる力

が十分に育ってお

らず、自分の思いを

優先する児童の回

答からと考える。 

・道徳及び全教育活動

を通じて、教師が率

先垂範し、生活指導

を基盤とした心をは

ぐくむ指導を全教員

で共通実践して指導

していく。 

・当事者意識を醸成す

る。 

・困っているという発

信ができない子が多

いのではないか、認

め合える雰囲気作り

を大切にしてほし

い。 

Ⅳ 学習指導等について 

・学力の定着・向上に向

けた授業の改善・充実、

習熟度別指導、○○タ

イム、主体的に学習に

取り組む態度等の取組

◎土曜公開や学校行

事等において、全体

的に落ち着きがあ

り、前向きに取り組

む様子が評価され

ている。 

・すべての児童に学習

権を保障するため

に、学習規律の徹底

は不可欠である。「時

刻を守る」「準備を

整える」「自ら学ぶ」

・昨今の子どもは「分

からない」という発

信が苦手である。困

っている子が目立た

ない。 

・学校は塾とは違う。 



について 

・職場体験等体験活動、

自然宿泊体験教室、 

キャリア教育等の充実

について 

◎低学年児童の回答

が大きく上昇した。

日頃の学習規律の

徹底と意識が表れ

た。 

●高学年児童の下降

は、日頃からの学習

規律は概ね保たれ

ている中であるべ

き姿は分かってい

ながら、自己評価は

低いと捉えている。 

といった共通事項を

示し、各学級での指

導を徹底する。 

・「のびっこ」の時間

には、まず前学年の

学習内容をクリアす

ることを目標とし

て、そのうえで自己

選択学習に取り組

む。低位層の児童の

基礎学力の定着を目

指す。 

・ICT の活用の基礎体

力ともいえるタイピ

ングスキルに関して

は、週に一度、朝の

時間に「タイピング

スキル」向上のため、

全校共通のアプリを

活用して取り組む。 

・学習に困り感のある

子どもたちに焦点を

あてて、夏休みの補

習、低位層の子ども

たちへの個別学習な

どできないか。 

Ⅴ 体育・健康教育につ

いて 

・体力向上、健康の促

進に向けた取組について 

◎保護者の数値は運

動会をはじめ体力

向上策が浸透し、保

護者評価の安定に

つながっている。低

学年児童は、体育の

学習の充実が数値

に表れている。 

●高学年は、運動経験

の二極化が広がり

苦手意識がある児

童のマイナスが増

えた。 

・体育の学習の一層の

充実を図る。特に高

学年児童において

は、苦手意識のある

児童に対する支援を

充実させる。 

・休み時間の外遊びの

奨励やぐんぐんウィ

ークなどの取組を通

して、関心意欲を高

める。 

・運動する子とそうで

ない子の差が広がっ

ている。学校での運

動経験を大切にして

ほしい。 

Ⅵ 特別活動について 

・学校行事の充実、異学

年交流活動、クラブ・

部活動の充実などにつ

いて 

◎運動会、学芸会等の

学校行事は児童の

成長を間近に見ら

れるよい機会であ

る。今年度も多くの

保護者の方に参観

していただいた結

・縦割り班活動「みや

っこ」やクラブ活動

をこれまで以上に充

実させる。 

・計画は綿密に立案す

るが、教師主導でな

く児童が当事者とし

・ 一人っ子が増えて

いる中、みやっこ班

の活動はとても重

要である。宮前の子

どもたち同士のつ

ながりを強固にし

ていると思う。 



果と捉えている。 

◎児童の数値は低、高

学年共に上昇した。

教員が行事に向け

た取組をより充実

させるべく、意図的

計画的に取り組ん

だ結果である。 

 

て行事等を作り上げ

る経験を積ませる。 

・児童同士のかかわり

の場を増やし、高学

年児童には自分たち

の考えが実現してい

く過程を直接体験さ

せ、実感を伴った楽

しさを体得できるよ

うに、教育活動の充

実を図る。 

・ 集団の良さ、個別の

良さを合わせて、よ

りよいものにして

ほしい。 

Ⅶ 学校生活全般について 

＜生活指導＞ 

・生活規律の徹底、いじ

めや不登校の現状と対

応、教員の関わり方、

特別支援教育への取組

などについて 

◎土曜公開、学校行事

の様子から、保護者

には一定の評価を

いただいた。 

◎低学年児童につい

ても、日頃から学習

規律が徹底されて

いることが数値に

表れている。 

●高学年児童につい

ては、落ち着いた生

活が保たれてはい

るが、一部の児童

に、やらなければい

けないと分かって

いても実践できて

いない、実践してい

ないという自覚が

あることで数値の

低下がみられる。 

・年度当初から学習規

律や生活規律の徹底

を図る。 

・総合質問紙調査「i-c 

heck」の結果やスク

ールカウンセラーの

助言を生かし、良好

な人間関係を築いて

いく。 

・人権教育推進校とし

ての取組の一環とし

て、自分たちの生活

を自分たちでつくる

という意識をもた

せ、自分を律する生

活を実現する。 

・宮前小の教員は、手

厚く子どもたちをみ

てくださっている。 

・個々にみれば、指導

が必要な子どももい

るかもしれないが、

全体的に落ち着いて

いる。 

・教職員、支援員が子

どもたちを支えてく

ださっている。 

＜防災教育・安全指導＞ 

・事故や災害に関する安

全教育や情報モラル教

育の充実、安全管理な

どについて 

◎毎月の安全指導、避

難訓練の充実が数

値として表れてい

る。災害の種類によ

って、まず自助の意

識を高め、高学年段

階においては共助

の意識をもたせた

い。 

・避難訓練をより現実

的に当事者として取

り組めるよう、場面

設定、実施時期等に

ついて熟考する。 

・自分の命は、まず自

分で守るという意識

を高める。 

・正しい避難行動につ

・避難訓練を通じて非

常時のこと身に付い

ている。習慣化して

いることを感じる。 



 いて学ばせる。 

 

＜幼・保・小・中連携＞ 

・中学校や同じ中学校区

の小学校との連携につ

いて 

・近隣の幼稚園・保育園

との連携について 

◎数値（保護者のみ回

答）は昨年度より上

昇がみられている

が、区平均からは

9.3 ポイント下回っ

ている。あいさつ運

動で卒業生である

第十中学校の生徒

と交流しているが

不十分である。 

・中学校区のあいさつ

運動では、小学生・

中学生・保護者・地

域住民が一つになっ

て活動でき、子ども

たちにとってはとて

もよい経験ができて

いるので、継続して

行っていく。 

・合唱コンクールリハ

ーサル・部活体験等

の行事への参加は第

５学年に設定する。 

・先般のめぐろ子ども

いじめ会議、子どもた

ちはとてもよく考えて

いた。中学生は小学生

に寄り添っていた。自

分が小学生の時にして

もらったことをしてあ

げるという気持ちが生

まれ、つながっていく。 

Ⅷ 情報の発信 

・学校の情報発信の充実

について 

◎C4th、H＆Sなどの活

用、学校ウェブサイ

トからの発信に積

極的に取り組んで

いることが数値に

表れた。 

●紙媒体でないと情

報を共有できない

場合もあることか

ら、紙媒体と ICTの

ハイブリッドで進

める。 

・学校ウェブサイト、

掲示板、紙媒体、そ

れぞれの良さを活用

してハイブリッド形

式ですすめる。 

・C４th に文書の検索

機能があるとよい。 

・紙文書、デジタルデ

ータ、それぞれのよ

さがある。当面の間

はハイブリッドで良

いのではないか。 

 

Ⅸ 教員の人材育成につ

いて 

・日常の職務をとおして

専門性と協働性の育

成、教育公務員の自覚

について 

◎教職員の数値は 100

であり、互いに支え

合い高め合う教員

集団が構築できて

いる。 

●個々の力を高める

ために研修は必須

であり、積極的な外

部研修への参加を

促す必要がある。 

・今年度は 2 名の新規

採用教員の配置があ

った。コミュニケー

ションを密にして、

精神的なサポートを

欠かさず、誠実に職

務を遂行している。 

・教員一人一人の能力

や特性に応じてキャ

リアプランについて

指導助言を行う。 

・行事の精選などによ

り、やむを得ないこ

とだが、地域とのつ

ながりが希薄になっ

ている。教職員と地

域が互いに顔見知り

である関係が望まし

いが、難しい現状も

理解できる。 



Ⅹ 教員の働き方改革に

ついて 

・校務支援システムの活

用、「チーム学校」を意

識した業務分担等、組

織的な業務の効率化・

最適化について 

◎95％で、昨年を 16.4

ポイント上回った。

会議、研修を精選

し、教材研究等個々

の時間を確保した。 

●業務分担や組織的

な業務の進め方な

ど、改善するべき点

は残る。 

・事前の資料配付、簡

潔な説明などを工夫

し、効率化、平準化

を図る。分掌ごとの

役割や責任を明確に

し、他組織でも分担

をしながら進める。 

・情報が確実に共有で

きるような組織を編

成する。 

 

Ⅺ 服務事故の防止につ

いて 

・服務事故防止に向けた

取組などについて 

◎職員夕会や処分発令

資料の活用により、教

職員に服務規律の厳正

についての意識が高ま

った。 

●当事者意識をさらに

高め、どこの学校にも

起こり得ることという

危機意識をもちたい。 

・ 職員夕会では処分

発令の事案を例に

挙げるなどして意

識の向上を図る。 

・ 処分発令時には、ふ

くむニュースレタ

―を共有し、事故未

然防止のポイント

を周知する。 

 

 

 


